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１ テーマを決めよう 
�� �®�¶	6�w
c�“�¯�›�`�…�l�h�’�z�f �w�¤�T�’�°�m�z�>�t�s�l�h�\�q�•�Ð

�‚�o�ˆ�h�M�\�q�›�_�m�Z�‡�`�•�O�{ !

�� �Œ�l�o�M�”�q�¥�O�\�q�‹�z�‘�X�ß �Q�”�q�Œ�’�s�M�\�q�U�h�X�^�œ�K�l

�h�“�z���a
� q � ‹ � i � j

�q�Œ�l�o�M�”�\�q�›�é�`�ù�l�o�ˆ�”�q�z�‹�l�q�Œ�“�h�X�s�l

�h�“�b�”�\�q�U�h�X�^�œ
\�‡�•�o�V�‡�b�{ !

�� �O�T�œ�p�V�h�©�”�ë�”�Å�›�Í�w�� 	·�t�p�o�x�Š�”�q�z�×
ü�w�Â�”�Ú�U

�¥�M�m�V�•�b�X�s�“�‡�b�{ !

!

!

!

!

!

!

雪の学習でプレゼンテーションをつくろう！!

雪ってなんだろう？ 

雪といっしょに暮
く

らすって？ 

 

雪のイベントやスポーツは？ 

 

 

雪を利
"

用
# $

するってなんだろう？ 

 

�Œっていることも、
�Ðべてみたら、おも
しろそうね。 

%!               の ひ み つ を さ ぐ ろ う ！ 

%! ど う や っ て                し て い る の ？ 

%!               に ち ょ う せ ん し よ う！ テーマが �>
まると �Ðべ
やすいね！!
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��  調べてみよう 
テーマを決め

 

たら、実
じっ

際
さい

に調べてみましょう。調べる時は、「５Ｗ１Ｈ」
を明らかにすることが大切です。!
!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

�� ! 一番伝えたいことは？!
 調べてみると、今まで知らなかったこと、わからなかったことがたく
さん見えてきます。その中で一番、「なるほど！」、「だからか！」と感じ
たものを「プレゼンの柱」にしましょう。!
!

!

!

!

!

!

!

「プレゼンの柱」を決めたら、「話の流れ
 

」を作ります。グループで相
談して、上記の４つのどの型

かた

で話の流れをつくるか相談しましょう。相
手にわかりやすく伝

つた

えるために、「どの写真を使う
 

か？」、「どの資
し

料
りょう

を
使うか？」、「タイトルやキャッチコピーをどうするか？」を相談し、ス
ライドをつくる準

じゅん

備
び

をします。あらかじめ、計画書に流れを書いてから
取り組むといいですね。!

Who…だれが Where…どこで
What…何を Why…なぜ 
Ｗhen…いつ How…どうやって 

 （例） 雪まつりの秘
ひ

密
み つ

をさぐろう 

Wｈｏ 

だれが、雪像
せつぞう

を作っている

の？ 

Wｈａｔ 

何を作っているのかな？ 

道具は何かな？ 

Wｈｅｎ 

いつから始まったの？ 

毎年いつ開催
かいさい

するの？ 

Wｈｙ 

なぜ、除雪
じょせつ

の雪を使わない

の？ なぜ、解
と

けないの？

Wｈｅre 

どこで行われるの？ 

どこから雪を運ぶの？ 

Ｈｏｗ 

どうやってつくるの？ 

どうやって参加
さ ん か

するの？ 

せつめい 
型 

調
ちょう

査
さ

報
ほ う

告
こ く

 
型 

雪�‡�m�“�t�T�T
�˜�l�o�M�” 人�U

�˜�T�“�‡�`�h�{ ��

大雪像�w作�“ 方
�U�˜�T�l�h�‘�‚ ��

クイズ 
型 

雪像�w数�x 全部
�p ������ �‹�K�”

�œ�i�l�o�‚��

主
しゅ

張
ちょう

・提
てい

案
あ ん

型 

�Ø�å�ï �Â�Ÿ�ž �w

減 少
�[�œ�`�•�O

�p 雪像数

�U減
�•

�l�o�M�‡�b�{
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４ プレゼンテーションをつくってみよう 
�� �\�\�‡�p�p�z�ˆ�s�^�œ�x
‡�t�m�M�o �µ

�V�•�O

�¯
�ˆ

�U�K�”�\�q�›�_�m�Z�z�×
ü�s

�“�w�M�O
�„�O�„�O

�p�Ð�‚�o�z � �Ó�è�¸�ï�w�ª�¡�›�>�Š�”�\�q�U�p�V�‡�`�h�{ !

�� �f�•�p�x�z�¶	6�w�‡�q�Š�q�`�o�; �Q�h�M�\�q�›�ª�t�`�o�z�µ�å� �Å�›

�^�l�o�M�V�‡�`�•�O�{ !

!

!

�� �™�w�“�M�•�^�“�M�s�r�x�z
:
� b � O

�•
� ‡ � M

�w�ø
��›�È
� • � œ

��
� g � X

�^�d�” !

�i�Z�p�z�é�w�v�•�U��
� T � œ

�o
� h � œ

�t�p�V�‡�b�{ !

! !

①!!

雪像ができるまで 
!

なまえ 

�� 
‡
þ�U�p�V�”
²�ƒ�q
M
�d �M

�^
� ^ � X

�M
�q

�¤
�j �Ž �O

�„�z

�ì
� T � œ


R
� d � M

�Ì�…�z "#$%&�†�w�ø
��› 	j
�a�Ž�œ


‹
�|

�`�‡�b�{�G
‡
þ�U�p�V�”�‡�p�w�!
� • � œ

�=
�T

�p�å�O�i�Z�p
C
¯�U�p�V�‡�b�{ !

!

「大雪像には骨
" #

組
$

みが作られます。」
!

②!!
!

!

!

� � 	 º
&'(

�p
)*

�b�”�t�?�x�z�é�w�v�•�›�ß�Q

�s�U�’�z�˜�T�“�•�b�X�ø
��w
†
� d � m

�Ì
� Š � M

�›

�`�o�M�V�‡�b�{ !

!

｢２週間ほどかけて大雪像をつくります。」
!

!

③!!
!

!

!

!

「これで完
かん

成
せい

です。」 

�ì
R�`�h�™�‹�z�r
�q

�Z�h
æ
ü�›�4
�„

	.
�`�Ž�O

�`�h�“�z
‡
÷
� x � ’

�M�›�`�h�“�b�”�f�O�p

�b�{ !

!

 !
④!!
たった６日間!

雪像を見に行こう！!
!

!

�7
�^ �M

�™
�]

�w�µ�å� �Å�p�x�z�Ð�‚�o�ò�a

�h�\�q�›�;�Q�”�‘�O�t�`�‡�`�•�O�{ !

「２週間もかけてほり上げた雪像は安
全のためにすぐに取りこわします。」 
「手間

て ま

暇
ひま

かけて作成
さくせい

した大雪像をみな
さんもぜひ見に行きましょう。」 

せつめい型（～の仕方）

写真はプレゼンには効
果的だね。!
写真だけでもプレゼン
ができるよ！!
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!

!

 調べてみると、おどろいたことや感心したことがあるはずです。その
ようなことを伝える

 

には、「クイズ」が適
てき

しています。クイズは問題と解
かい

答
とう

のスライドで１問にするといいでしょう。!
! !

①!!
雪まつり雪像クイズ!

!

なまえ!
!

 何のことをクイズにしているのか
を具体的

てき

にわかるようにタイトルを
つけることが大切です。!
!

「これから雪像についてのクイズを
出します。」!

!

②!!
雪まつりではいくつの雪像が
つくられるでしょうか？!

!

!

 クイズにちなんだ写真を１枚用意
して出

しゅつ

題
だい

すると、わかりやすいです
ね。調べてわかったことから作りま
す。!

 !
③!!

Ａ１００基!
Ｂ２００基!
Ｃ３００基!

!

数字を問う
と

クイズなどは漠
ばく

然
ぜん

とし
ていて難

むずか

しいです。ですから、選
せん

択
たく

肢
し

を用意すると答えやすくなります。!

④!!
正解 ３００基!
大雪像、大氷像、国際

こくさい

雪像、市
し

民
みん

雪

像などをすべて合わせると３００を

こすそうです。!

 解答は答えだけをいうのではな
く、解

かい

説
せつ

を入れることが大切です。
解説を聞くことで学習になるように
します。!

クイズの数を増
ふ

やしていくことで、スライドは増えていきます。しか
し、なんでもクイズにするのではなく、「プレゼンの柱」を意

い

識
しき

して問題
を作り、順

じゅん

番
ばん

を考えることが大切です。!

クイズ型～○○クイズ～
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!

!

高学年になると、調べることが上手になり、たくさんのことを知るこ
とができます。そこで、調べたことをしっかりと整理（調べたことの仲

なか

間
ま

分け）・分
ぶん

析
せき

（共
きょう

通
つう

点や相
そう

違
い

点をみつける）して、プレゼンテーション
にまとめることが大切です。!
! !

!


‡�‡�m�“�t�T�T�˜�”
�
!

�s�‡�Q !

 何を調べたのかがわかるように具
体的にタイトルをつけます。!
!

� ® � ²
�˜�h�`

�h�j�x
‡�‡�m�“�t�T�T�˜�”
��U

�r�•�X�’�M�M�”�w�T�›�Ð�‚�‡�`�h�{ �¯

�g�� ���£�� �r�œ�s
��h�j�U
‡�‡�m

�“�›�§
� ^ � ^

�Q�o�M�”�w�T�s�q�ß�Q�‡

�`�h�{ !

�Ð�‚�M�£ !

�ƒ !
‡�‡�m�“�¬�Ü���% !

�„ !
‡�‡�m�“�î�æ�•�»�q�t�?�é !

�…!�H���•�w�	�V	��“�Ð
�j�•�O

�*
�^

!

 初
はじ

めに調べた理由とどのようにし
て調べたかを伝えます。
そうすることで、発表の
信
しん

頼
らい

性
せい

を高めます。!

�G
‡
þ�›�m�X�l�o�M�”�w�x�œ��

�×
�a

�ô
� Q � M

�B
� h � M

�p�b�‚��

��

��

� � � �
‡��
�•


ù
� f � O

�~�G
‡
þ�n�X�“��

� � � ��÷�÷�÷
"""


“
“
“
### $$$

�™�™�™
%%% &&&

	Ó	Ó	Ó
''' ((( )))

������
&&& $$$

�Å�Å�Å
*** $$$

�s�s�s �œ�œ�œ�i�i�i �l�l�l �o�o�o �‚�‚�‚ !!!

調べてわかったことを、図や写真
や文字を使って、わかりやすく表

ひょう

現
げん

します。短い文章で、見てすぐにわ
かるようなスライドにします。わか
ったことは一枚ずつスライドにして
いきます。!

�‡�q�Š !


‡�‡�m�“�›�§�Q�”
��x�œ
‡�‡�m

�“�î�æ�•�»�z�×�ô�B�z�¢�½�Ø�å�ï

�Â�Ÿ�ž�z���M
‡
þ�€
� ^ � œ

�C
�T

�Ž��
��z�/
� Z � M

�o
� ^ � m

�z�

� T � œ

�«
� \ � O

�l
�V�Œ�X

�œ!

���X�w
��U�§�Q�o�M�”�œ�i�‚

 調べてわかったことを発表した後
は、必

かなら

ずまとめのスライドを作り、
調べ学習を整理しましょう。調べて
感じたことを入れることも大切です
ね。!

伝えていく順番も大切です。分かりやすいものから、提
てい

示
じ

していきまし
ょう。また、調べた全てを伝えるのではなく、選

せん

択
たく

することも大切です。!

�Ð�*�C�����™�Ó�Ó�Ð�‚�™
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!

!

自分たちが学んできたことをもとに、自分たちの考えを発
はっ

信
しん

すること
がプレゼンテーションでは一番大切なことです。調べたことを根

こん

拠
きょ

にし
て、聞き手に自分たちの主張を伝えてみましょう。!
! !

!


‡�‡�m�“�U�s�X�s�”�•
!

�s�‡�Q !

!

 主張・提案型は、見ている人を引
ひ

き
付
つ

けるキャッチコピーをタイトルに
するのがコツです。!

�^�l�†�–
‡�‡�m�“�t�€�C�b�”�¢�½

�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�U�n	—�`�o�M�‡�b�‚

!

!

!

!

 最
さい

初
しょ

に問題を提
てい

起
き

します。そして、
その根拠を図や写真、資

し

料
りょう

をつかっ
て提示していきます。複

ふく

数
すう

の根拠が
あるほど、説

せっ

得
とく

力がありますね。!


‡�‡�m�“�x�
�������å�T�’�����å

�Ž
�M

	Í
�a�•�O

�w�º
� • � V

�™
�`

�U�K�“�‡�b�‚ !

!

!

!!!

�^��̂^ �l�l�l �†�†�† �–�–�– 
‡
‡
‡ �‡�‡�‡ �m�m�m�“�“�“ �x�x�x �s�s�s �ˆ��̂ˆ �w�w�w �E�E�E
�h�h�h �T�T�T �’�’�’

�p�p�p �b�b�b �‚�‚�‚ ������

主張や提案をするときは、調べて
いるものの「よさ」や「価

か

値
ち

」を再
さい

発
見し、再確認

かくにん

し伝えることが大切で
す。!

�~�«�å�µ�w�̂ �œ�s�x
‡�‡�m�“�t�æ�l�h

�\�q�K�“�‡�b�T�• !

!

!

!

�̂ �œ�s�p
‡�‡�m�“�t�M�\�O�‚

 まとめとして、あらためて自分が
伝えたいことを主張します。!
�®�s�ˆ�w�×�«�w
‡�‡�m�“�›�\�•�T�’

�‹�c�l�q�G
~�t�`�o�M�V�h�M�q�¥�M

�‡�b�{�f�w�h�Š�t�x�z�²�h�j�‹�€�C

�b�”�\�q�i�q�¥�M�‡�b�{ �¯ !

 主張するときは、調べたこと（事実）と自分たちが考えたことをしっ
かりと区

く

別
べつ

して話すようにしましょう。また、自分たちが実際に体
たい

験
けん

し
たことや取

しゅ

材
ざい

したことには、説得力があります。!

	��Á�~���Š�� �™�Ó�Ó�w	��Á

意外に、行った
ことない人が
多いね！!
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５ 雪にはたくさん学ぶことがあるんだよ 
 これまでの説明で、だれでも「雪の学習プレゼンテーション」に取り
組むことができるはずです。はじめはテーマを決めたり、調べたりする
ことが大

たい

変
へん

かもしれません。そんなときは、このホームページを活用し
ましょう！!!
!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

雪たんけん館（http://yukipro.sap.hokkyodai.ac.jp/）!

雪には学ぶことがたくさんあります。毎年見ている雪ですが、ちょっ
と見方を変

か

えるだけで、わからないことが見えてくるはずです。 
 北海道では長い歴史の中で、厳

きび

しい雪とたたかってきました。それは
勝つためのたたかいではなく、共

とも

に生きるためのたたか
いだったのです。そのためのたくさんの知

ち

識
しき

が「雪の学
習」です。みんなが雪について学ぶことで、未

み

来
らい

の札幌
市を作っていきます。!
 ぜひ、雪の学習で学んだことをたくさんの人に伝えて
下さい。!
!

※札幌市観光ライブラリー・北海道農政事務所などから写真を提供頂きました。! !
!

"#$%&'()*+,%-./0+1234567!

!

!

!

!

!

科研費基盤研究C（課題番号22500838）による   

雪の結晶の種類
や観察の仕方が
わかるよ！!

雪を生かした
遊びやスポー
ツなどを調べ
られるよ！!

雪の中での暮
らし方の工夫
がたくさん！!

雪を生かした
大きな取り組
みを紹介！!

雪による被害を
知ることも大切
なことです。!

雪の中にいる
生き物を調べ
られる！!

わからないことがあ
ったら、雪の先生に
質問ができます！! 雪に関した英語

の学習ができる
よ！!

雪についてのク
イズがたくさん
あります！!

雪に関する他の
ウェブサイトに
行くことができ
るんだよ！!

北海道雪プロジェクト「雪のテキスト・シリーズ３」 
2011 年 12月 1日発行 
 教育現場で児童･生徒用にコピーしてご利用ください。それ以外の目的での無断転載・複
製はできません。 
企画・制作： 朝倉一民 北海道雪プロジェクト 
連 絡 先： 北海道教育大学札幌キャンパス内・北海道雪プロジェクト事務局（高橋） 
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